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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第16期

第１四半期連結
累計期間

第17期
第１四半期連結
累計期間

第16期

会計期間
自2017年４月１日
至2017年６月30日

自2018年４月１日
至2018年６月30日

自2017年４月１日
至2018年３月31日

売上高 （千円） 433,514 543,369 1,897,194

経常利益 （千円） 55,282 150,408 418,380

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 35,782 103,397 290,673

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 47,894 108,284 310,053

純資産額 （千円） 2,837,258 3,061,311 3,039,576

総資産額 （千円） 3,626,414 3,986,302 3,699,571

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 5.17 15.06 42.16

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） - - -

自己資本比率 （％） 78.2 76.8 82.2

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移について記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４．当社は、2018年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行いましたが、前連結会計年度の

期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益を算定しております。

５．第16期及び第17期第１四半期の１株当たり四半期(当期）純利益の算定において、株式給付信託（J-ESOP）

導入において設定した資産管理サービス信託銀行株式会社(信託Ｅ口）が保有する当社株式を自己株式とし

て処理していることから、期中平均株式数から当該株式数を控除しております。
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した「事業等のリスク」は、ありません。

また、前連結事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、企業収益や雇用環境が改善するなど緩やかな回復基調で推移

しているものの、世界経済の動向を背景とした原材料高や貿易摩擦の懸念などから、景気の先行きは不透明な状況が

続いております。当社の事業領域である情報サービス業については、ソフトウエアプロダクツ及びシステム等管理運

営受託の各分野で前年同月比増加を続け（「特定サービス産業動態統計月報（平成30年５月分）」）、ソフトウエア

投資は改善が継続しております。

　このような状況のもと、当社グループは、製品開発面ではサーバーに対する認証・アクセス管理、ログ収集と検

査、ファイル入出力管理、パスワード管理などの統合的なセキュリティ対策を実現する製品「ESS AdminGate」の拡

張、改良に取組みました。その結果、アクセス管理機能の改良やセキュリティ対策機能強化により小規模システムに

も対応可能な新バージョンを６月にリリースいたしました。また、「ESS REC」へのＡＩ機能搭載実現に向けた研究

開発に努めました。

　営業面では、３日間で延べ14万３千人を動員した「Interop Tokyo 2018」への出展に加え、日経ＢＰ社主催の

「Security Days 名古屋 2018」、「Security Days 九州 2018」及び日本カード情報セキュリティ協議会（JCDSC）

主催の「PCI DSSセキュリティフォーラム 2018」などに出展し、当社ソリューションの認知度向上及び有効性につい

ての訴求を行ってまいりました。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は、前期からの繰り越し案件や重要インフラ事業者に対す

る大型案件の納品などにより543,369千円(前年同期比25.3%増)となりました。また、営業利益は採用費、研究開発

費、広告宣伝費などの増加により費用が増加したものの売上高の伸びで吸収されたことにより150,305千円(前年同期

比184.7%増)、経常利益は150,408千円(前年同期比172.1%増)、親会社株主に帰属する四半期純利益は103,397千円(前

年同期比189.0%増)となりました。

 

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

 

①パッケージソフトウエア事業

　当第１四半期連結累計期間におけるライセンス売上は、重要インフラ事業者（公共）に対する「ESS REC」、「ESS

AdminControl」などの主力製品と新製品「ESS AdminControl for Client」を加えた大型案件の納品等により、対前

年同期比94.3%増加しました。また、保守サポートサービス売上とクラウドサービス売上は新規契約及び契約更新が

引き続き順調であったことなどにより、セグメント売上高は506,696千円(前年同期比28.0%増)となりました。セグメ

ント利益は、276,752千円(前年同期比78.4%増)となりました。

 

②システム開発サービス事業

　当第１四半期連結累計期間におけるシステム開発サービス事業は、ほぼ計画どおりに進捗いたしました。セグメン

ト売上は56,434千円（前年同期比1.3%増）となりました。株式会社アクロテックから当社研究開発部門への人材の

投入を増加したことにより、当社グループ外部に向けたセグメント売上高は36,673千円(前年同期比2.8%減)となりま

した。セグメント利益は、外注費等が減少したことにより製造原価の減少幅が売上高の減少幅よりも大きくなり、

 6,110千円(前年同期比89.9%増)となりました。
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　当第１四半期連結累計期間における報告セグメント販売実績　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

報告セグメントの名称
前第１四半期連結累計期間
（自　2017年４月１日
   至　2017年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
   至　2018年６月30日）

 

 

 
　 うちESS REC（REC） 62,413 67,425

 

 
　 うちその他ライセンス 32,974 117,873

 

ライセンス

 

95,387 185,298

 

保守サポートサービス

 

221,391 246,488

 

クラウドサービス

 

11,864 15,778

 

コンサルティングサービス

 

42,953 40,304

 

SIO常駐サービス

 

12,480 7,631

 

その他

 

11,693 11,193

 

パッケージソフトウエア事業　計

 

395,770 506,696

 

    システム開発サービス事業

 

37,744 36,673

合 計 433,514 543,369

 

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ286,731千円増加し、3,986,302千円

（前連結会計年度末比7.8％増）となりました。主として現金及び預金の増加382,860千円、売掛金の減少106,046千

円によるものであります。

（負債）

　当第１四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ264,996千円増加し、924,991千円（前

連結会計年度末比40.2％増）となりました。主として前受金の増加283,748千円によるものであります。

（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ21,735千円増加し、3,061,311千円

（前連結会計年度末比0.7％増）となりました。主として利益剰余金の配当86,548千円の支払、親会社株主に帰属す

る四半期純利益の計上103,397千円によるものであります。
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（３）経営方針・経営戦略等

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあり

ません。

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（５）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間における研究開発活動は、前期に引き続き、既存製品の機能統合・共通化による開発効

率化と、他社製品等との連携を容易にする統合基盤の開発、産学連携研究の一環としてESS RECにＡＩ機能を搭載す

るための研究開発を行っております。研究開発費は、前期より7,504千円増加し、11,501千円（前年同期比187.7%

増）となりました。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2018年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2018年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,924,200 6,924,200
東京証券取引所

（マザーズ）

完全議決権株式であ

り、株主としての権

利内容に何ら限定の

ない当社における標

準となる株式であり

ます。なお、単元株

式数は100株であり

ます。

計 6,924,200 6,924,200 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

2018年４月１日(注）～

2018年６月30日
3,462,100 6,924,200 － 507,386 － 489,386

　　(注）普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。
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（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（2018年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

　なお、2018年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っておりますが、株主名簿の記載内容

が確認できないため、当該株式分割の影響は考慮しておりません。

2018年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式3,461,300 34,613

権利内容に何ら限定のない

当社における標準となる株

式であります。

 

単元未満株式 普通株式700 － －

発行済株式総数 3,462,100 － －

総株主の議決権 － 34,613 －

（注）１．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式43株が含まれております。

２．連結財務諸表に自己株式として認識している、「株式給付信託（J-ESOP）」導入において設定した資産管

理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）保有の当社株式28,600株は、上記「完全議決権株式（その

他）」の欄に含まれております。

 

②【自己株式等】

2018年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

エンカレッジ・テクノロ

ジ株式会社

東京都中央区日本橋

浜町三丁目３番２号
100 － 100 0.00

計 － 100 － 100 0.00

(注）上記のほか、連結財務諸表に自己株式として認識している「株式給付信託（J-ESOP）」導入において設定し

　　た資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）保有の当社株式が28,600株あります。

　　なお、当該株式数は上記「完全議決権株式（その他）」の欄に含まれております。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2018年４月１日から2018

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2018年４月１日から2018年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2018年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,075,213 3,458,074

売掛金 227,324 121,278

その他 31,239 31,133

流動資産合計 3,333,778 3,610,485

固定資産   

有形固定資産 34,188 36,388

無形固定資産 61,309 71,642

投資その他の資産 270,295 267,786

固定資産合計 365,793 375,817

資産合計 3,699,571 3,986,302

負債の部   

流動負債   

買掛金 20,782 20,240

未払法人税等 84,273 45,018

前受金 408,563 692,312

賞与引当金 10,714 14,783

その他 101,227 118,270

流動負債合計 625,560 890,625

固定負債   

退職給付に係る負債 5,753 5,803

従業員株式給付引当金 3,132 3,000

資産除去債務 25,549 25,562

固定負債合計 34,434 34,365

負債合計 659,994 924,991

純資産の部   

株主資本   

資本金 507,386 507,386

資本剰余金 489,386 489,386

利益剰余金 2,082,102 2,098,951

自己株式 △60,027 △60,027

株主資本合計 3,018,846 3,035,695

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 20,729 25,616

その他の包括利益累計額合計 20,729 25,616

純資産合計 3,039,576 3,061,311

負債純資産合計 3,699,571 3,986,302
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第１四半期連結累計期間
(自　2017年４月１日
　至　2017年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年６月30日)

売上高 433,514 543,369

売上原価 186,179 171,891

売上総利益 247,335 371,477

販売費及び一般管理費 194,534 221,172

営業利益 52,801 150,305

営業外収益   

受取利息 30 29

助成金収入 2,446 -

雑収入 6 76

営業外収益合計 2,483 106

営業外費用   

雑損失 2 3

営業外費用合計 2 3

経常利益 55,282 150,408

税金等調整前四半期純利益 55,282 150,408

法人税、住民税及び事業税 21,767 39,674

法人税等調整額 △2,268 7,336

法人税等合計 19,499 47,011

四半期純利益 35,782 103,397

非支配株主に帰属する四半期純利益 － -

親会社株主に帰属する四半期純利益 35,782 103,397
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第１四半期連結累計期間
(自　2017年４月１日
　至　2017年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年６月30日)

四半期純利益 35,782 103,397

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 12,112 4,886

その他の包括利益合計 12,112 4,886

四半期包括利益 47,894 108,284

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 47,894 108,284

非支配株主に係る四半期包括利益 － -
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【注記事項】

(追加情報)

　(「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

 　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」(企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半期連

　結会計期間から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、以

下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2017年４月１日
　至　2017年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
　至　2018年６月30日）

減価償却費

のれんの償却額

70,644千円

1,277千円

55,443千円

1,277千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2017年４月１日　至　2017年６月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2017年６月23日

定時株主総会
普通株式 86,550 25 2017年３月31日 2017年６月26日 利益剰余金

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間

の末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年６月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月22日

定時株主総会
普通株式 86,548 25 2018年３月31日 2018年６月25日 利益剰余金

（注）１.当社は、2018年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。当該株

式分割は2018年４月１日を効力発生日としておりますので、2018年３月31日を基準日とする配当につき

ましては、株式分割前の株式数を基準に実施いたします。

２.2018年６月22日定時株主総会に基づき１株当たり配当額については、基準日が2018年３月31日であ

るため、2018年４月１日の株式分割は加味しておりません。

３.2018年６月22日定時株主総会決議による配当金の総額には、資産管理サービス信託銀行株式会社

（信託Ｅ口）が保有する当社株式に対する配当金額715千円が含まれております。

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間

の末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2017年４月１日　至　2017年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

調整額（注）
四半期連結損益
計算書計上額

 
パッケージ
ソフトウエア

システム開発
サービス

計

売上高      

（1）外部顧客への売上高 395,770 37,744 433,514 － 433,514

（2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 17,976 17,976 △17,976 －

計 395,770 55,720 451,491 △17,976 433,514

セグメント利益 155,122 3,217 158,339 △105,538 52,801

（注）１．セグメント利益の調整額△105,538千円は全社費用であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管

　　　　　理費であります。

　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

調整額（注）
四半期連結損益
計算書計上額

 
パッケージ
ソフトウエア

システム開発
サービス

計

売上高      

（1）外部顧客への売上高 506,696 36,673 543,369 - 543,369

（2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
- 19,761 19,761 △19,761 -

計 506,696 56,434 563,130 △19,761 543,369

セグメント利益 276,752 6,110 282,862 △132,557 150,305

（注）１．セグメント利益の調整額△132,557千円は全社費用であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管

　　　　　理費であります。

　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2017年４月１日
至　2017年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年６月30日）

　　１株当たり四半期純利益 5円17銭 15円06銭

　（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 35,782 103,397

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

（千円）
35,782 103,397

普通株式の期中平均株式数（株） 6,924,028 6,866,714

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

２．当社は、2018年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行いましたが、前連結会計年度の

期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。

３．１株当たり四半期純利益の算定において、「株式給付信託（J-ESOP）導入において設定した資産管理サービ

ス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）」が保有する当社株式を自己株式として処理していることから、期中平均

株式数から当該株式数（当第１四半期連結累計期間57,200株）を控除しております。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

2018年８月10日

エンカレッジ・テクノロジ株式会社

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 島　　　義　浩　　㊞

指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 篠　﨑　和　博　　㊞

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているエンカレッジ・

テクノロジ株式会社の2018年４月１日から2019年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2018年４月１

日から2018年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2018年４月１日から2018年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表

を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠

して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、エンカレッジ・テクノロジ株式会社及び連結子会社の2018年６月30

日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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